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句
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第
三
百
八
十
五
回
　
青
葉
会

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ☆

病
癒
え
医
は
仁
術
と
新
茶
汲
む

白
ゆ
り
を
活
け
て
満
開
シ
ャ

ン
デ
リ
ア

掴
む
も
の
探
し
て
蔓
の
夏
の
空

夏
の
日
も
照
ら
れ
づ
め
な
り
は
な
子
像

（
「

後
（

う
し
）

ろ
」
→
「

後
（

あ
と
）

へ
」
）

遠
足
の
子
供
の
後
ろ
へ
マ
マ
の
列

独
り
聞
く
遠
雷
先
生
は
如
何
に

新
緑
の
色
を
沈
む
る
神
田
川

　
さ
ん
、

小
川
さ
ん
と
何
度
か
催
し
ま
し
た
）

万
緑
や
平
屋
一
間
（

ひ
と
ま
）

の
童
心
居

夏
草
や
ヒ
ト
科
の
檻
に
鏡
の
み

雨
男
は
誰
と
呟
く
夏
吟
行

ち
ょ
い
辛
し
は
な
子
カ
フ
ェ

の
生
ビ
ー
ル

新
緑
の
は
な
子
の
象
舎
は
や
二
年

苔
生
（

む
）

し
て
カ
ミ
ツ
キ
亀
の
薄
暑
か
な

萍
（

う
き
ぐ
さ
）

の
ユ
ラ
ユ
ラ
ユ
ラ
と
漂
へ
り

久
方
に
目
高
眼
合
せ
懐
し
む

待
ち
惚
け
師
の
見
え
ぬ
ま
ま
初
夏
吟
行

薔
薇
の
香
や
大
桟
橋
に
ク
ル
ー
ズ
船
（

山
下
公
園
）

戦
な
き
日
々
の
ど
く
だ
み
白
十
字

暗
闇
に
動
く
も
の
あ
り
蟇
（

ひ
き
）

の
背
な

万
緑
や
地
蔵
の
赤
き
よ
だ
れ
か
け

吟
行
に
人
そ
れ
ぞ
れ
の
夏
帽
子

妻
笑
ふ
五
月
の
空
の
如
く
な
り

風
を
飲
み
尾
ま
で
ま
ん
ま
る
鯉
の
ぼ
り

巡
り
来
て
青
葉
し
ぐ
れ
の
朱
御
堂

青
葉
風
背
筋
を
伸
ば
し
橋
に
立
つ

吾
が
街
の
如
く
華
語
過
ぐ
夏
の
蝶

ど
く
だ
み
や
池
畔
の
白
き
ベ
ビ
ー

カ
ー

（

◎
…
「

鶯
」
→
「

夏
鶯
、

老
鶯
」
）

井
の
頭
籠
の
鶯
鳴
き
や
ま
ず

御
機
嫌
は
如
何
山
椒
魚
さ
ま
よ

青
鷺
や
の
そ
り
出
す
足
忍
（

し
の
）

び
足

　
　
　
第
三
百
八
十
五
回
青
葉
会

仝
健
介

仝 仝 仝
弘
子

仝
孤
舟

仝 仝 仝
忠
彦

仝 仝 猛
紀
久
男

そ
ら
お

盛
雄

天
牛

け
い
子

亜
也

規
雄

啓
子

仝
ゆ
た
か

弘
子

孤
舟

紀
久
男

天
牛

亜
也

（

天
）

（

紀
）

（

亜
）

（

忠
）

（

忠
）

（

孤
）

（

紀
）

（

紀
）

（

紀
）

（

猛
）

（

紀
）

（

孤
）

（

紀
）

（

天
）

（

紀
）

（

忠
）

（

紀
）

（

弘
・
亜
）

（

紀
・
亜
）

（

猛
・
天
）

（

猛
・
孤
）

（

亜
・
天
）

（

紀
・
弘
）

（

忠
・
弘
）

（

孤
・
弘
）

（

紀
・
天
）

（

猛
・
亜
）

（
忠
・
孤
）

（

紀
・
孤
・
弘
）

（

猛
・
忠
・
孤
）

　
　
　
平
成
三
十
年
五
月
二
十
四
日
（

木
）

井
の
頭
公
園
吟
行

　
　
　
　
　
　
　
午
后
一
時
半
～

四
時
　
御
殿
山
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

に
て
句
会

　
　
　
　
　
　
　
午
前
十
時
　
吉
祥
寺
駅
北
口
　
は
な
子
像
前
集
合

川
合
万
里
子

（

建
物
は
野
口
雨
情
の
旧
書
斎
。

茶
会
や
句
会
等
に
貸
し
出
し
。

か
つ
て
川
合
先
生
御
夫
妻
、

黒
川
さ
ん
、

小
池

川
口
孤
舟

伊
賀
山
そ
ら
お
　
小
早
健
介
　
在
間
千
恵
　
土
谷
堂
哉
　
豊
田
ゆ
た
か
　
中
野
一
灯

古
田
昇
　
星
田
啓
子
　
宮
内
規
雄
　
山
田
け
い
子
　
渡
邊
盛
雄

今
井
紀
久
男
　
大
林
猛
　
柿
﨑
忠
彦
　
川
口
孤
舟
　
小
西
弘
子
　
山
崎
亜
也
　
山
内
天
牛



◎ ◎ ◎

年
輪
を
重
ね
し
味
覚
古
茶
新
茶

（

孔
子
廟
の
樹
）

新
緑
の
楷
（

か
い
）

の
樹
拝
む
井
の
頭

ホ
バ
リ
ン
グ
す
る
熊
蜂
に
眼
を
回
す

垂
直
に
天
を
め
ざ
し
て
花
あ
や
め

人
待
ち
の
佳
人
に
さ
っ
と
夏
日
差
す

転
寝
（

う
た
た
ね
）

に
蜜
柑
の
花
の
匂
ひ
濃
し

高
層
の
オ
ー
シ
ャ

ン
ビ
ュ
ー

や
島
薄
暑
（

バ
リ
島
）

別
れ
ゆ
く
風
の
十
字
路
し
ゃ

ぼ
ん
玉

剣
聖
の
修
行
せ
し
杜
五
月
闇

鹿
嶋
立
清
水
湧
き
継
ぐ
千
代
の
杜

レ
ー
ス
編
む
ベ
ニ
ス
の
老
女
鼻
眼
鏡

初
収
穫
や
っ
と
一
合
豆
飯
に

国
宝
に
見
と
れ
し
上
野
新
緑
光

盛
雄

仝
天
牛

け
い
子

亜
也

啓
子

仝 昇 仝
一
灯

仝
堂
哉

千
恵

（

紀
）

（

紀
）

（

孤
）

（

孤
）

（

孤
）

（

弘
）

（

紀
）

（

亜
）

（

紀
）

（

紀
）

（

天
）

（

猛
）

（

紀
）

　
　
京
。

来
賓
黒
田
杏
子
、
宇
多
喜
代
子
、
櫂
未
知
子
）

を
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
▲
当
季
雑
詠
各
自
五
句
　
投
句
は
二
句

　
一
、

万
里
子
先
生
、
一
年
ぶ
り
お
い
で
に
な
ら
れ
る
か
半
信
半
疑
で
し
た
が
、
到
頭
来
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　
し
乍
ら
順
調
に
進
み
、
弘
子
さ
ん
か
ら
、

お
世
話
役
さ
れ
た
「
森
の
座
」
初
の
全
国
大
会
の
模
様
（
四
月
東

　
　
ル
の
お
茶
な
ど
寄
贈
さ
れ
、

小
生
の
純
吟
「

伊
丹
諸
白
」
（
市
橋
伸
彦
さ
ん
よ
り
）
、
缶
ビ
ー
ル
な
ど
賞
味

　
　
　
句
会
場
を
予
約
し
て
下
さ
っ

た
亜
也
さ
ん
か
ら
銀
座
曙
の
お
か
き
類
と
冷
酒
「

菊
正
宗
」
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

　
　
　
猛
さ
ん
の
披
講
で
御
覧
の
よ
う
に
亜
也
さ
ん
、

天
牛
さ
ん
が
上
位
得
点
で
し
た
。

　
　
た
由
で
諦
め
ま
し
た
。
今
回
の
吟
行
は
７
名
参
加
。

投
句
1
1
名
。
（
今
迄
は
、

吟
行
の
為
元
々
投
句
は
２

　
　
～

３
名
と
少
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
今
回
は
何
故
か
多
い
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
　
文
責
　
紀
久
男

（

お
孫
さ
ん
が
ジ
ュ

ニ
ア
ゴ
ル
フ
日
本
代
表
で
サ
ン
デ
ィ

エ
ゴ
へ
）

六
月
二
十
八
日
（

木
）
午
后
五
時
半
～
八
時
半
　
　
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
●
次
回
青
葉
会

七
月
二
十
六
日
（

木
）
午
后
五
時
半
～
八
時
半
　
　
同
右

平
成
三
十
年
六
月
 
青
葉
会
報

　
　
吉
祥
寺
駅
前
で
弘
子
さ
ん
、

亜
也
さ
ん
が
交
代
で
お
待
ち
し
ま
し
た
が
、
一
旦
向
か
わ
れ
て
か
ら
帰
宅
さ
れ

　
　
に
応
え
、
参
加
者
の
皆
様
に
ご
心
配
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
小
生
、
今
回
病
上
が
り
の
身
に
飲
み
物
等
の
重
い
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
の
公
園
吟
行
は
、
さ
す
が
に
身



四 三 二
青
芝
に
園
児
の
帽
子
白
黄
色
　
　
　
　
　
　
猛

　
　
（

鹿
島
神
宮
）

子
の
健
闘
祈
る
柏
手
青
葉
光
　
　
　
　
　
　
一
灯

家
光
の
小
柄
（
こ
づ
か
）
の
跡
や
新
樹
光
　
仝

雨
上
り
弁
財
天
の
池
涼
し
　
　
　
　
　
　
　
孤
舟

啖
う
は
か
っ
か
っ
詠
む
は
す
ら
す
ら
白
寿
翁

白
寿
の
喩
会
う
も
別
れ
も
句
作
の
縁

俳
壇
を
抜
き
手
で
泳
ぎ
白
寿
会

来
し
方
を
映
す
白
寿
の
壁
鏡

文
楽
の
別
れ
の
段
や
五
月
雨
る
る
　
　
　
　
仝

呂
太
夫
の
浄
瑠
璃
に
泣
く
薄
暑
か
な
　
寺
田
智
子

人
形
に
命
宿
れ
る
五
月
か
な
　
　
　
　
　
　
健
介

人
形
遣
ひ
の
手
は
国
宝
ぞ
風
薫
る
　
　
　
　
仝

行
く
春
を
浄
瑠
璃
の
世
に
浸
り
け
り
　
　
　
盛
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
段
に
続
く

朝
ぼ
ら
け
早
や
春
耕
の
人
の
声
　
　
　
　
　
仝

蕗
味
噌
や
連
理
の
枝
の
半
世
紀
　
　
　
　
　
仝

サ
イ
ネ
リ
ア
妻
透
明
の
神
に
近
し
　
　
　
　
青
史

窓
隅
ま
で
磨
き
パ
ン
ジ
ー
近
く
す
る
　
　
　
仝

す
か
ん
ぽ
の
下
葉
の
疲
れ
母
恋
し
　
　
　
　
仝

畑
ゆ
る
く
落
ち
て
春
光
相
模
灘
　
　
　
　
　
仝

天
空
の
青
の
限
り
よ
初
雲
雀
　
　
　
　
　
　
弘
子

啓
蟄
や
長
き
失
せ
物
届
け
ら
る
　
　
　
　
　
仝

下
萌
え
て
子
供
ほ
ど
の
牧
師
着
任
す
　
　
　
仝

借
し
呉
る
る
本
積
み
上
げ
て
春
炬
燵
　
　
眞
希
子

囀
止
み
御
寺
の
庭
に
夫
婦
き
り
　
　
　
　
　
　
規
雄

　
　
（

ウ
ィ

ン
ザ
ー

城
の
王
子
挙
式
）

初
夏
の
陽
や
祝
賀
の
市
民
列
を
な
し
　
　
　
そ
ら
お

風
の
香
を
思
ひ
つ
き
り
吸
ふ
遊
歩
道
　
　
　
　
千
恵

上
着
手
に
ブ
ラ
ウ
ス
半
袖
薄
暑
か
な
　
　
　
　
亜
也

妻
な
け
れ
ど
花
の
案
内
の
三
姉
妹

食
堂
車
の
散
ら
し
の
裏
に
自
句
の
メ
モ

冬
雲
が
翳
抱
く
故
郷
乳
房
さ
が
す

軒
破
れ
た
る
五
月
の
ざ
ん
ざ
降
り

臍
覗
く
薄
幸
の
母
在
り
し
こ
と

（

昭
和
3
0
・
4
0
年
代
の
文
楽
は
全
く
不
入
り
、

大
赤
字
）

ガ
ラ
空
き
に
も
往
時
の
太
夫
汗
み
ど
ろ
　
　
　
　
仝

妻
の
通
院
新
樹
の
杜
を
通
り
抜
け
　
　
　
　
　
　
仝

老
頭
児
の
新
樹
光
浴
び
太
極
拳
　
　
　
　
　
　
紀
久
男

人
形
遣
い
折
り
目
正
し
き
夏
袴
　
　
　
　
　
寺
田
智
子

　
　
|
大
鉄
会
五
月

白
ワ
イ
ン
と
朝
か
ら
決
め
て
初
鰹
　
　
　
　
仝

登
山
靴
紐
締
め
な
お
し
い
ざ
ガ
レ
場
　
　
　
仝

源
氏
よ
り
平
家
儚
き
蛍
か
な
　
　
　
　
　
　
恵
洲

鈴
蘭
の
一
鉢
抱
い
て
退
院
す
　
　
　
　
　
　
仝

ひ
も
す
が
ら
雨
に
匂
へ
る
栗
の
花
　
　
　
　
仝

し
つ
か
り
と
靴
紐
結
び
登
山
か
な
　
　
　
　
　
允
章

　
　
|
「
森
の
座
」
6
月
号

節
分
や
声
色
つ
か
ふ
惚
け
老
人
　
　
　
　
紀
久
男

春
一
番
天
道
の
非
を
が
う
が
う
と
　
　
　
　
仝

桜
烏
賊
腸
抜
き
し
手
の
う
す
穢
れ
　
　
　
　
青
史

　
関
係
者
近
詠

皆
様
に
は
好
評
で
来
年
は
歌
舞
伎
を
企
画
し
て
い
る
由
。

国
立
・
文
楽
劇
場
で
は
な
く
て
、

五
月
一
日
だ
け
の
西
宮
芸
術
劇
場
中
ホ
ー
ル
で
し
た
の
で
予
約
即
日
完
売
。

　
き
さ
ら
ぎ
句
会
で
は
初
め
て
文
楽
総
見
を
企
画
（
正
月
恒
例
の
初
寄
席
見
物
ー
米
朝
一
門
会
ー
の
外
に
）
。

　
阪
神
間
の
高
齢
者
向
け
情
報
季
刊
誌
『
に
っ

ち
倶
楽
部
』

５
月
末
発
行
の
終
刊
号
（

V
O
L
・
９
１
）
に
関

　
　
　
　
　
平
成
三
十
年
年
六
月
十
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
　
紀
久
男
記

　
青
史
さ
ん
（
山
崎
陽
亮
）
が
「

森
の
座
」
第
一
回
新
人
賞
を
受
賞
さ
れ
、
同
人
の
石
橋
み
ち
こ
が
「
青
史

論
」

を
寄
稿
（
六
月
号
）
。
掲
載
句
よ
り
自
選
句
を
除
い
て
抄
出
し
て
み
ま
し
た
。

　
●
酢
海
鼠
に
む
せ
て
破
談
と
な
り
に
け
り

　
●
父
と
子
に
共
通
語
な
し
開
戦
日

　
●
聖
五
月
妻
の
か
ん
ば
せ
神
さ
び
て

　
●
じ
わ
じ
わ
と
海
馬
の
ち
ぢ
み
ゆ
く
炎
暑

　
●
蚯
蚓
に
は
乾
び
の
美
学
わ
れ
に
は
何
の

　
井
の
頭
公
園
吟
行
の
他
句
（

勝
手
乍
ら
）

西
俳
句
界
の
大
御
所
、
伊
丹
三
樹
彦
（

１
９
２
０
生
ま
れ
）

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
掲
載
。

近
詠
中
心
の
掲
載
句
の

内
か
ら
小
生
好
み
の
句
を
抄
出
し
て
み
ま
し
た
。
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